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垣
回
り
の
輪
を
カ
メ
ラ
マ
ン
が
囲
み
、
テ
ラ

で
の
踊
り
が
終
わ
る
と
、
一
行
は
浴
衣
姿
を

追
っ
て
、
公
民
館
に
続
い
て
い
っ
た
。 

 

テ
ラ
地
の
小
さ
な
空
に
も
、
怪
し
げ
な
雲

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
案
の
定
、
ポ
ツ
ポ

ツ
と
し
て
き
た
。
ち
ょ
う
ど
帰
省
し
た
十
九

の
若
者
は
、
兄
よ
り
も
早
く
、
大
役
を
こ
な

す
こ
と
に
な
っ
た
。
父
や
お
じ
た
ち
が
、
そ

れ
の
よ
う
に
装
着
し
て
い
く
。
お
じ
た
ち
に

指
図
さ
れ
、
十
五
の
少
年
は
、
小
さ
な
ビ
ロ

ウ
葉
を
み
つ
く
ろ
う
。
雨
粒
が
ビ
ロ
ウ
葉
に

落
ち
る
。 

 

 

ボ
ゼ
出
現
の
合
図
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

雨
は
上
が
っ
た
。
二
方
向
か
ら
三
体
現
れ
た

ボ
ゼ
は
、
さ
だ
ち
の
滴
で
体
色
が
溶
け
、
触

れ
ら
れ
た
人
た
ち
は
、
顔
に
服
に
と
赤
土
を

付
け
ら
れ
る
。
幼
児
の
泣
き
声
や
女
性
た
ち

の
悲
鳴
が
太
鼓
の
リ
ズ
ム
を
か
き
消
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
ボ
ゼ
は
、
も
う
一
体
現
れ

た
。
四
つ
の
子
は
、
近
く
の
若
者
の
シ
ャ
ツ

を
掴
み
、
そ
の
後
に
泣
き
叫
び
な
が
ら
隠
れ

続
け
た
。 

ボ
ゼ
が
去
る
と
、
彼
は
役
目
を
終
え
、
そ

の
代
わ
り
の
よ
う
に
、
ク
ロ
イ
ワ
ツ
ク
ツ
ク

の
鳴
き
声
が
集
落
内
に
響
き
始
め
た
。
静
か

な
黄
昏
に
な
っ
た
。 

う
ク
マ
ゼ
ミ
の
鳴
き
声
は
な
く
、
止

め
処
な
く
ク
ロ
イ
ワ
ツ
ク
ツ
ク
が
鳴
い

て
い
た
。 

 

 

盆
の
15
日
夕
、
ボ
ゼ
ツ
ア
ー
の
観
光
ル

ー
ト
の
最
終
確
認
の
た
め
、
御
岳
山
頂
に

上
っ
た
。
海
上
を
行
き
交
う
積
乱
雲
が

所
々
で
さ
だ
ち
（
夕
立
）
と
な
り
、
島
の

端
を
掠
め
、
そ
の
頂
部
で
鮮
や
か
に
虹
を

飾
っ
た
。
山
頂
は
、
時
々
霧
が
か
か
る
も 

こ
の
地
が
地
球
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
。 

 

旧
暦
16
日
、
定
期
船
が
着
く
と
悪
石
島

の
人
口
は
、
2
倍
以
上
に
な
っ
た
。
大
き

な
雷
鳴
が
轟
い
た
。
い
よ
い
よ
、
「
ボ
ゼ
」

が
現
れ
る
の
だ
。 

 

 

盆
の
踊
り
は
、
午
後
3
時
か
ら
テ
ラ

（
集
落
墓
地
）
で
始
ま
っ
た
。
浴
衣
姿
の 
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晴
れ
る
と
、
南

西
に
小
宝
島
や

宝
島
が
見
え
、

そ
の
左
に
横
当

島
や
上
根
島
を

み
た
。
北
側
の

間
近
に
は
諏
訪

之
瀬
島
が
大
き

く
横
た
わ
り
、

そ
の
右
端
に
は

中
之
島
が
重
な

り
、
平
島
、
臥

蛇
島
、
小
臥
蛇

島
を
み
た
。
遠

く
の
水
平
線
に

は
、
外
国
航
路

の
コ
ン
テ
ナ
船

ら
し
き
マ
ス
ト

部
が
み
え
、
こ 
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告
／
経
済
課
航
路
対
策
室 
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